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技術資料入力システムの利用方法について 

1.  はじめに 

本書は、一般競争入札方式／工事希望型競争入札方式において提出する技術資料のうち、同種

（及び類似）工事の施工実績や配置予定技術者の資格・工事経験等の定められた様式の資料作成

を支援する「技術資料入力システム」の利用方法を説明するものです。 

 

2.  利用環境及び注意事項 

利用環境としては、以下の環境で動作します。 

 Microsoft Windows（7／8.1／10 いずれも可） 

 Microsoft Excel（Microsoft Excel2000／2003／2007／2010／2013／2016/ Microsoft 365

で利用可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●H28.3.18 システム改良事項（Ver.8.0） 

①上記のとおり、Windows10 Excel2016環境でもシステムが利用できるよう改良しました。 

②別記様式２、別記様式３の記載内容を平成２７年度のものに更新しました。 

③配置予定技術者を10人まで登録可能としました。 

④同種工事の施工実績の変更 

 「コリンズに記載されていない同種工事（加算点）の項目・数量等の記載欄」を追加しました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤配置技術者の工事経験、他工事の従事状況 

 従事役職に複数の役職を登録できるように変更しました。 

 従事役職毎に従事期間を追加しました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑥出力した Excel ファイルの修正が不可となりました。 

複数の役職選択可能 

従事期間の追加 

コリンズに記載されていない同種

工事（加算点）の項目・数量等の

記載欄の追加 



 

 2

技術資料入力システムの利用方法について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●R01.11.18 システム改良事項（Ver.9.0） 

①令和に対応しました。 

●R03.11.18 システム改良事項（Ver.9.4） 

①橋梁補修工事に対応しました。 

②技術者資格を変更しました。 

●R05.02.01 システム改良事項（Ver.9.5） 

①企業能力評価型に対応しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 企業能力評価型が対象の場合、配置予定技術者の入力は不要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

企業能力評価型の追加 

企業能力評価型の場合、配置

予定技術者の入力不可 
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技術資料入力システムの利用方法について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●R05.11.16 システム改良事項（Ver.9.6） 

①若手技術者を配置予定技術者に配置する場合に専任補助者を配置し評価する「若手技術者育成型」に

対応しました。 

・若手技術者を配置する場合に、「若手技術者の同種工事の条件」入力欄を追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・技術者区分の選択肢に「監理技術者（若手技術者）」「主任技術者（若手技術者）」「専任補助

者」を追加しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

若手技術者の同種工事の条件

の追加 

技術者区分に 

「監理技術者（若手技術者）」 

「主任技術者（若手技術者）」 

「専任補助者」 

を追加 
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技術資料入力システムの利用方法について 

3.  入力手順について 

3.1.  技術資料入力システムの起動／停止 
プログラムメニューの「技術資料入力システム」を選択し、システムを起動してください。 

 

【終了】 

 画面右下の    をクリックまたは、 

メニューバー「ファイル」→「終了(x)」を 3 

選択してください。 

 

 

 

 

 

 

(1)  ◆◆◆ メインメニューの説明 ◆◆◆ 

 既存ファイルの読み込み ：既存技術情報入力済みファイルの取り込みを行います。  → 3.2.へ 

 初 期 設 定 ：初期設定／会社情報の登録を行います。   → 3.3.へ 

 最新バージョンのチェック ：本システムの最新バージョン情報掲載ホームページを表示します。 → 3.4.へ 

 更 新 履 歴 参 照 ：本システムのバージョン変更内容を表示します。   → 3.5.へ 

 新 規 作 成 ：新規に技術資料を入力します。    → 3.6.へ 

 複 写 後 作 成 ：登録済み入力データを複写し、新しく技術資料を作成します。 → 3.7.へ 

 修 正 ：登録済み入力データについて、入力内容を修正します。  → 3.8.へ 

 削 除 ：登録済み技術資料データの削除を行います。   → 3.9.へ 

 

(2)  ◆◆◆ 入力選択メニューの説明 ◆◆◆ 

 入 力 条 件 設 定 ／ 会 社 情 報 の 入 力       → 3.10.へ 

  入力条件の設定を行います。また対象工事の名称・提出先・会社名・住所・電話番号等について入力して下さい。 

 同種（及び類似）工事の施工実績の入力       → 3.11.へ 

  今回指定の工事種別と同種の工事施工実績について入力して下さい。最大 5 件まで入力できます。 

 配置予定技術者の資格及び工事経験の入力       → 3.12.へ 

  今回指定の工事に配置可能な技術者の内容について入力して下さい。最大 5 人まで入力できます。 

 提 出 用 フ ァ イ ル 作 成 ・ 印 刷       → 3.13.へ 

  上記までに入力した内容から提出用ファイル（Excel 形式）を作成します。 
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技術資料入力システムの利用方法について 

3.2.  既存ファイルの読み込み 
過去に他の PC 等で作成済みの技術資料を読み込み手直しする場合は、メニューバー「フ

ァイル（F）」→「既存ファイル読み込み(R)」を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「読み込みファイルを指定」画面が表示されましたら、過去に入力した技術資料ファイル

（EXCEL ファイル）を選択し、       ボタンをクリックしてください。 

データ読込みの確認メッセージ画面が表示されますので、宜しければ     ボタンを

クリックします。注意事項の画面が表示されますので、内容を確認後      ボタンを

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
フォルダ切り替え 

入力選択メニューへ 
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技術資料入力システムの利用方法について 

 

3.3.  初期設定／会社情報の登録 
初期設定／会社情報の登録の場合は、メニューバー「初期設定（I）」→「会社情報の登録(U)」

を選択してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新規作成時に使用される貴社の基本情報を入力してください。 

入力後必ず、    ボタンをクリックし、データの登録を行って下さい。 
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技術資料入力システムの利用方法について 

 

3.4.  最新バージョンのチェック 
最新の「技術資料入力システム」のバージョン情報を表示します。 

※本機能を使用する場合は、インターネット接続可能な環境で行って下さい。国土交通省/

中国地方整備局のホームページにアクセスを行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在インストールされている 
バージョンを表示しています。 

※インターネット接続が行えない場合、上記

メッセージを表示します。 

メインメニューへ 

※国土交通省／中国地方整備局HP内の技術

資料入力システムダウンロードページが

表示されます。 
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技術資料入力システムの利用方法について 

 

3.5.  更新履歴参照 
「技術資料入力システム」の更新履歴情報を表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更新履歴参照 
をクリック 
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技術資料入力システムの利用方法について 

 

3.6.  新規作成 
新規に技術資料のデータを入力する場合は「新規作成」ボタンをクリックして入力選択メ

ニューを表示させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「新規作成」ボタン

をクリック 



 

 10 

技術資料入力システムの利用方法について 

 

3.7.  複写後作成 
過去に入力済みのデータを複写して技術資料を作成する場合は、工事一覧より対象となる

工事を選択し、「複写後作成」ボタンをクリックして入力選択メニューを表示させます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「複写後作成」ボタン 
をクリック 

複写する工事を選択 
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技術資料入力システムの利用方法について 

対象工事をダブルクリック 

 

3.8.  修正 
過去に入力済みのデータについて入力内容を修正する場合は、 

・ 工事一覧より対象となる工事を選択し、「修正」ボタンをクリック 

・ 対象工事名をダブルクリック 

すると、入力選択メニューを表示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

対象工事を選択後 
「修正」ボタンをクリック 
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技術資料入力システムの利用方法について 

 

3.9.  削除 
過去に入力済みのデータを削除する場合は工事一覧より対象となる工事を選択し、「削除」

ボタンをクリックします。 

一度削除したデータを元に戻すことはできませんので、注意してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「削除」ボタンを 
クリック 

削除する工事を選択 
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技術資料入力システムの利用方法について 

 

3.10.  入力条件設定／会社情報の入力 
画面の凡例及び注意事項に従い入力してください。入力後必ず    ボタンをクリック

し、データの登録を行って下さい。 

「貴社の基本情報」については、TOP 画面メニューの「会社情報の入力」がなされていれ

ば、自動的に反映します。 

「同種工事の条件」へは、発注者が入札公告に記載している『同種工事の条件』を入力し

ます。「同種工事の条件」が複数ある場合は、全てを記入します。 

また、「同種工事の条件」が入力されていないと「登録」を行うことが出来ません。 

若手技術者を登録する場合には、「若手技術者の同種工事の条件」を入力します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「会社情報の登録」（P４参照） 
がなされていれば自動的に反映 

同種工事の条件を全て記入 

 
若手技術者の同種工事の条

件を全て記入 
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技術資料入力システムの利用方法について 

 

3.11.  同種（及び類似）工事の施工実績の入力 
同種（及び類似）工事の施工実績を入力してください。同種（及び類似）工事の施工実績

は最大で 5 件まで登録できます。画面上部のタブを切り替えて入力して下さい。 

「同種工事の条件」欄へは、「入力条件の設定／会社情報の入力」画面において登録した「同

種工事の条件」が自動的にセットされますが、同種（及び類似）工事の条件が複数ある場合

には、施工実績ごとに該当する「同種工事の条件」のみに修正して下さい。 

Ver.8.0 からは、「コリンズに記載されていない同種工事（加算点）の項目・数量等の記載

欄」を入力します。 

「コメント」欄には、施工実績ごとにコメントを記入することが出来ます。 

入力したコメントは、帳票印刷した際に、帳票の最下部に出力されます。何も入力されて

いない場合は、「企業側からのコメント：無し」と出力します。 

入力後必ず    ボタンをクリックし、データの登録を行って下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同種工事の条件が複数の場

合は実績ごとに満たしてい

る条件のみに修正 
 
コリンズに記載されていな

い同種工事の条件の対象と

なる項目・数量等を入力 

 
発注機関区分選択へ 

(14 頁参照) 

印刷イメージの確認 

入力データのクリア 

工事実績の選択へ 

(14 頁参照) 
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技術資料入力システムの利用方法について 

 

入力画面の初期化を行いたい時は      ボタンをクリックしてください。入力画面

内のデータが全て消去されます（※初期化後、登録が必要です）。 

この画面の入力は「同種（及び類似）工事の施工実績（様式-2）」を作成するためのもので

す。作成イメージを確認したい場合は      ボタンをクリックすることにより表示で

きます。但しデータ登録後のみ使用可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

同種工事の施工実績の提出に関するルール 

同種工事の施工実績の提出には以下のルールが設定されておりますので、このルールに従

う必要があります。 

・ CORINS 登録有りとする場合は、登録内容を事前に確認しておくこと。 

・ CORINS に登録されていない等で施工実績が証明できない場合は、同種工事の工事実

績が確認できる書面（同種工事の施工実績が確認できる契約書類／施工計画書及び図面

等）の写しを添付すること。CORINS データに数量等が登録されていない場合は、そ

れらを確認できる契約書等の写しを添付すること。図面は A3 以下に縮小のこと。 

・ 同種工事が中国地方整備局発注工事の場合は、CORINS に登録されていなければ、実

績として認めない。 

・ 記入する施工実績の発注機関名は、当該工事の契約日における名称とすること。 

・ 提出者が経常建設共同企業体の場合において、当該経常建設共同企業体以外の経常建設

共同企業体又は特定建設工事企業体の工事を記入する場合は、単体の会社毎に記入し、

その際、工事名の後に単体の会社名を記入すること。 

 



 

 16 

技術資料入力システムの利用方法について 

 

◆ 発注機関区分の指定方法について 

発注機関が「中国地方整備局管内」か「中国地方整備局管外」かを選択します。 

以下のリストに選択肢が表示されますので、該当する機関を選択し   ボタンをク

リックします。選択後は、自動的に「同種（及び類似）工事の施工実績の入力画面」へ

戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※中国地方整備局管外の機関の場合は、その機関名称を施工実績入力画面の発注機関

名の欄に入力して下さい。 

 

◆ 既に入力された実績からの複写について 

既に入力済である、会社の施行実績などから、「提出工事名」「技術者」「施工実績ま

たは工事経験」を選択することにより、入力済みデータを複写することが出来ます。 

目的の実績が表示したら、   ボタンをクリックし、施工実績へ反映してください。 
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技術資料入力システムの利用方法について 

 

3.12.  配置予定技術者の資格・工事経験の入力 
配置予定技術者の資格、工事経験、従事状況について入力します。配置予定技術者は、Ver8.0

より最大で 10 名まで登録できます。 

「配置予定技術者の選択」画面から、各配置予定技術者の「資格入力画面」、「工事経験入

力画面」、「他工事の従事状況入力画面」へ進み、内容を登録します。 

Ver9.5 より企業能力評価型の場合は、配置予定技術者の入力は不要です。 

 

 

 

 

 

 

 

■ 配置予定技術者の選択画面 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

氏名・資格等の入力を行う場合は     ボタンをクリックし、登録画面へ進みます。 

工事経験の入力を行う場合は    ボタンをクリックし、登録画面へ進みます。 

他工事の従事状況の入力を行う場合は    ボタンをクリックし、登録画面へ進みます。 

Ver.9.6 からは、技術区分に「若手技術者（監理技術者）」、「若手技術者（主任技術者）」、「専

任補助者」が追加されました。若手技術者を登録した場合は、専任補助者も登録する必要が

あります。 

 

     ボタンをクリックすると、メニュー選択画面へ戻ります。 

 

「配置予定技術者の資格及び工事経

験の入力」ボタンをクリック 
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技術資料入力システムの利用方法について 

■ 配置予定技術者の資格等入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置予定技術者の資格等を入力します。 

Ver.9.6 からは、技術区分に「若手技術者（監理技術者）」、「若手技術者（主任技術者）」、「専

任補助者」が追加されました。 

入力したコメントは、帳票印刷した際に、帳票の最下部に出力されます。何も入力されて

いない場合は、「企業側からのコメント：無し」と出力します。 

入力後必ず    ボタンをクリックし、データの登録を行って下さい。 

入力画面の初期化を行いたい時は      ボタンをクリックしてください。入力画面

内のデータが全て消去されます（※初期化後、登録が必要です）。 

作成イメージを確認したい場合は      ボタンをクリックすることにより表示でき

ます。但しデータ登録後のみ使用可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

既に登録された技術者の複写へ 

(18 頁参照) 

印刷イメージの確認 
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技術資料入力システムの利用方法について 

（専任補助者の場合） 
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技術資料入力システムの利用方法について 

■ 配置予定技術者の工事経験入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置予定技術者の工事経験を入力します。最大で 3 件まで入力出来ます。画面上部のタブ

を切り替えて入力して下さい。「同種工事の条件」欄へは、「同種工事の条件」を入力します。 

同種（及び類似）工事の条件が複数ある場合には、施工実績ごとに該当する「同種工事の

条件」のみに修正して下さい。 

Ver.8.0 からは、複数の従事役職の入力が可能となり、従事期間の入力が必須となりました。 

入力画面の初期化を行いたい時は      ボタンをクリックしてください。入力画面内

のデータが全て消去されます（※初期化後、登録が必要です）。 

入力後必ず    ボタンをクリックし、データの登録を行って下さい。 

 

■ 配置予定技術者の他工事の従事状況入力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

配置予定技術者の従事状況を入力します。最大で 3 件まで入力出来ます。画面上部のタブ

を切り替えて入力して下さい。 

Ver.8.0 からは、複数の従事役職の入力が可能となり、従事期間の入力が必須となりました。 

入力後必ず    ボタンをクリックし、データの登録を行って下さい。 

同種工事の条件が複数ある場

合は、工事経験ごとに該当する

同種工事の条件のみに修正 

会社の施工実績、過去に登

録した工事経験を読み込む

（14頁参照） 

発注機関区分の選択へ 

(14 頁参照) 

入力データのクリア 

発注機関区分の選択へ 

(14 頁参照) 

入力データのクリア 



 

 21 

技術資料入力システムの利用方法について 

◆ 既に登録された技術者の複写画面について 

他工事で入力した配置予定技術者の情報を複写することが出来ます。技術者名（工事名）

で一覧表示されますので、その中より選択します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「配置予定技術者の資格・工事経験」の提出に関するルール 

配置予定技術者の資格・工事経験の提出には以下のルールが設定されておりますので、こ

のルールに従った内容で入力を行って下さい。 

・ 配置予定技術者を複数とする場合は、別葉とする。 

・ 「申請時における他工事の従事状況等」欄は、従事している全ての工事について、本工

事を落札した場合の技術者の配置予定等を記入し、必要な場合は当該発注者の承諾を得

た書面を添付すること。従事している工事がない場合は、「他工事の従事」欄は「無し」

とすること。 

・ CORINS 登録有りとする場合は、登録内容を事前に確認しておくこと。 

・ CORINS に登録されていない等で施工実績が証明できない場合は、同種工事の工事実

績が確認できる書面（同種工事の施工実績が確認できる契約書類／施工計画書及び図面

等）の写しを添付すること。CORINS データに数量等が登録されていない場合は、そ

れらを確認できる契約書等の写しを添付すること。図面は A3 以下に縮小のこと。 

・ 同種工事が中国地方整備局発注工事の場合は、CORINS に登録されていなければ、実

績として認めない。 

・ 経常建設共同企業体にあっては、会社名欄に所属会社名（単体）を記入すること。 

・ 記入する施工実績の発注機関名は、当該工事の契約日における名称とすること。 

・ 主任技術者にあっては、資格を証明する書面の写しを添付すること。 

・ 監理技術者にあっては、監理技術者資格者証（会社名が分かるもの）及び監理技術者講

習修了証又は監理技術者指定講習修了証の写しを添付すること。 
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技術資料入力システムの利用方法について 

 

3.13.  提出用ファイル作成・印刷 
提出用ファイルを作成します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出力先のフォルダを指定する場合は    ボタンをクリックすると、以下の「ファイル出

力指定」画面が表示されます。提出ファイルは EXCEL 形式（拡張子が.xls の形式）で保存

指定する必要がありますが、ファイル名は「業者名４文字_工事名４文字」で自動的にセット

されます。工事名が他の工事名と区別できない場合や業者名が他の業者と区別できない場合

は、任意に変更してください。 

 

 

 

 

 

 

 

出力フォルダの決定後、自動的に「提出用ファイル作成」画面に戻ります。 

       ボタンをクリックすると以下のメッセージが表示され、エクセル形式で保存

されます。 

 

 

 

 

ボタンをクリックすると、保存したファイルが自動起動します。 
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技術資料入力システムの利用方法について 

自動起動したファイルで出力内容を確認します。Ver8 より Excel シートの変更が不可にな

りました。入力内容により自動的に行の高さが調整されます。行が高くなると縮小して印刷

されてしまうため、全体レイアウトのバランスがおかしくなるような場合は、入力内容を適

宜変更して下さい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

印刷プレビューで、文字切れの解消と高さ変更に伴う全体レイアウトの確認をします。 

※Excel 上では、「データ修正」の注意書きが赤文字で表示されますが、印刷時には、自動的に非表示とな

ります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エクセル機能より、印刷を行います。 

行の高さは自動 

全体レイアウトの確認 


